
【
四
月
三
十
日
】

総
会
で
は
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
令
和
五

年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
、
新
役
員
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
能
登
香
の
里
小
房
運
営
委
員
会
の
収
支
決
算
書
、
農
産
加
工
室

会
計
収
支
決
算
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

粟
井
小
学
校
集
会
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議

会
の
決
定
を
ま
っ
て
か
ら
の
報
告
と
な
り
ま
す
。

村
創
り
の
会
の
総
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
振
な
ど
他
組
織
に
ま
で

話
題
が
及
び
混
乱
す
る
中
、
安
東
議
長
に
は

大
変
な
ご
苦
労
を
か
け
ま

し
た
。
議
長
の
采
配
と
委
任
状
の
お
陰
で
何
と
か
無
事
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
課
題
は
多
く
残
り
、
新
役
員
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
各
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
、
組
織
間
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
人

口
減
少
の
激
し
い
中
、
村
創
り
の
会
と
自
治
振
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

発
揮
し
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
合
い
、
協
力
し
て
粟
井
地
区
の
振
興

に
あ
た
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
議
論
の
前
提
と
し
て
、
自
治
振
は
村

創
り
の
会
の
活
動
を
知
り
、
村
創
り
の
会
は
、
自
治
振
の
仕
組
み
・
役
割

を
理
解
し
た
上
で
、
か
み
合
う
議

論
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
絆
と
や
す
ら
ぎ
の
里
粟
井
村
」

の
実
現
の
為
に
は
、
各
組
織
の
主

体
性
を
認
め
つ
つ
、
協
力
の
道
を

探
る
事
が
大
切
で
す
。

総
会
後
、

名
部
千
秋
氏
、
名
部
昭
夫
氏
が
農

水
部
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
。

＊
六
月
四
日
田
植
え
祭
り
開
催

能
登
香
の
里

あ
わ
い
村
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＊ご協力宜しくお願いし

ます。

【
五
月
十
二
日
】

■
粟
井
地
区
第
一
回
福
祉
会
議

最
初
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
菊
池
様
よ
り
、

「
美
作
市
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
説
明
を
聞
き
、

粟
井
地
区
社
協
副
会
長
の
粟
井
周
子
様
（
栄
養
委

員
会
作
東
支
部
副
支
部
長
）
を
、
粟
井
地
区
ケ
ア

会
議
の
代
表
と
し
て
、
「
作
東
地
域
ケ
ア
会
議
」
に

出
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

次
に
今
年
度
粟
井
地
区
の
福
祉
課
題
と
し
て
取

り
組
む
大
き
な
課
題
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
そ

れ
に
伴
う
役
員
の
選
出
の
課
題
、
常
会
や
共
同
作

業
等
今
ま
で
と
違
う
現
状
、
五
年
後
へ
の
地
区
の

不
安
等
に
つ
い
て
、
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
松
本

様
の
人
口
推
移
や
高
齢
化
率
の
推
移
の
デ
ー
タ
説

明
を
も
と
に
、
熱
心
に
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
粟
井
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら
も

様
々
な
現
状
と
課
題
を
聞
き
ま
し
た
。
役
員
の
高

齢
化
に
伴
う
各
区
老
人
ク
ラ
ブ
と
各
区
サ
ロ
ン
連
携
の
課
題
は
、
喫
緊
の
検
討
事
項
で

す
。
美
作
市
社
協
で
も
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

十
年
前
の
「
共
生
対
流
事
業
」
ね
ら
い
は
大
字
の
垣
根
を
越
え
た
集
落
連
携
対
策
で

し
た
。
総
合
振
興
計
画
は
「
粟
井
地
区
は
一
戸
の
家
、
道
は
廊
下
」
の
考
え
の
も
と
に

お
互
い
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で
し
た
。
今
の
人
口
減
少
を
見
通
し
た
対
策
で
し
た
。
今

か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
粟
井
地
区
の
五
年
後
、
十
年
後
を
見
通
し
た
協
議
も
並

行
し
て
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
粟
井
地
区
「
見
守
り
会
議
」

【
五
月
二
十
六
日
】

各
地
区
に
分
か
れ
て
、
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
の
「
見
守
り
会
議
」
を
行
い
ま
し
た
。
地
区

ご
と
に
全
戸
が
掲
載
さ
れ
た
地
図
を
開
き
、
一
戸

一
戸
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。
高
齢
化
率

％
を
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超
え
た
粟
井
地
区
、
本
年
度
の
特
徴
は
、
見
守
り

が
必
要
の
一
歩
手
前
、
気
に
な
る
家
が
大
変
多
く

な
っ
た
事
で
す
。
い
ず
れ
は
「
見
守
り
訪
問
」
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
対
応
す
べ
く

新
た
な
対
策
の
検
討
が
必
要
で
す
。

【
五
月
十
八
日
】

作
東
公
民
館
、
作
東
愛
寿
大
学
合
同
講
座
が
「
春

日
座
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
う
ち
げ
で
い
き
た

い
」
の
上
映
後
、
脚
本
を
書
か
れ
た
奈
義
町
在
住
の

菅
原
直
樹
氏
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
介
護
士
の
経

験
を
も
と
に
、
現
在
の
８
０
５
０
問
題
や
、
不
登
校

等
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
示

唆
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
粟
井
小
学
校
集
会
所

で
、
今
実
践
さ
れ
て
い
る
社
会
的
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
２
０
１
７
年
の
「
教
育
機
会
確
保
法
」
の
理
解

も
必
要
で
す
。

【
四
月
二
十
六
日
】

児
童
発
達
支
援
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
関
連
の
当
面
の
予
定

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
と
の
事
前
打
合
せ
で
当
面
の
予
定
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
粟
井
地
区

民
向
け
の
説
明
会
が
六
月
二
十
一
日
（
水
）
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

■
五
月
・
中
旬
行
政
手
続
き
開
始
・
下
旬
粟
井
地
区
民
全
戸
に
内
容
パ
ン
フ
配
布

■
六
月
・
言
語
療
育
の
イ
ベ
ン
ト

二
十
一
日
（
水
）
粟
井
地
区
住
民
希
望

者
に
事
業
内
容
の
説
明
会

・
下
旬

改
修
工
事
着
手

■
七
月
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
説
明
会
（
一
般
向
け
）

・
啓
蒙
活
動
（
障
が
い
理
解
の
セ
ミ
ナ
ー
）

■
八
月
・
改
修
工
事
完
了

・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
体
験
会

開
所
イ
ベ
ン
ト

■
九
月
一
日

営
業
開
始

＊
設
計
及
び
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
地
元
業
者
を
想
定
。

利
用
者
募
集
に
つ
い
て
は
、
事
業
許
可
申
請
に
合
わ
せ
て
行
う
。
電
気
工
事
は
作
東
支
所
か

ら
「
衣
笠
電
水
工
業
の
松
山
氏
」
を
指
定
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
て
い
る
。

［
担
当
課

保
健
福
祉
部

福
祉
政
策
課
］

【
五
月

二
日
】

能
登
香
の
里
小
房

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
で
総
会
＆
懇
親
会

昨
年
同
様
勝
田
の
部
員

７
名
と
、
粟
井
の
部
員
11

名
で
令
和
五
年
度
の
総
会

を
行
い
ま
し
た
。
総
会
後

は
萩
原
市
長
が
加
わ
り
20

名
で
、
焼
き
肉
を
中
心
に

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

粟
井
の
部
員
の
有
志
は
、

「
お
に
ぎ
り
」
を
振
る
舞

っ
て
も
て
な
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
能
登
香
の
里
小
房

の
収
入
に
繋
が
り
ま
す
。

＊
部
員
募
集
中
で
す
。

[

編
集
後
記]

粟
井
地
区
の
田
植
え
も
六
月
四
日
の
田
植
え
祭
り
で
ほ
ぼ
終
わ
り
、

麦
刈
り
、
豆
類
の
播
種
へ
と
続
い
て
い
く
。
社
協
の
課
題
の
一
つ
が
役
員
の
な
り
手

不
足
で
あ
る
。
特
に
区
長
選
出
は
ど
こ
と
も
大
変
だ
。
そ
こ
で
、
組
織
の
簡
素
化
が

議
題
に
上
が
っ
て
く
る
。
組
織
を
減
ら
せ
ば
一
人
あ
た
り
の
仕
事
は
増
え
る
。
仕
事

を
分
担
す
れ
ば
参
加
組
織
が
増
え
る
。
各
組
織
か
ら
、
全
て
の
情
報
を
持
っ
て
い
る

区
長
を
外
せ
ば
情
報
が
区
民
に
伝
わ
り
に
く
く
な
り
、
区
民
の
意
思
も
各
組
織
に
届

き
に
く
く
な
る
。
組
織
の
改
編
は
難
題
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
各
組
織
は
、
主
体

性
を
も
っ
て
独
自
に
活
動
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
組
織
設
立
の
目
的
に
沿
っ

て
し
っ
か
り
議
論
し
、
決
ま
れ
ば
全
員
が
協
力
し
な
い
と
ま
す
ま
す
役
員
の
な
り
手

は
な
く
な
り
、
粟
井
地
区
の
活
性
化
に
は
繋
が
ら
な
い
。
正
念
場
が
続
く
。
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